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【背景】
近年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外出の自粛
等で、保護者のストレスが高まり、児童虐待の危険性も増すこ
とが懸念されている。母親の虐待傾向にも影響する母親の対児
感情は子どもの成長や様々な要因によって変化していくため、
対児感情の変化を見据えた早期の介入が必要となってくる。そ
のため、対児感情に関連する要因を明らかにすることにより、
児童虐待を防ぐ支援に繋がると考える。

【目的】
乳幼児期の子どもを育てる母親の属性と対児感情の関係、対児
感情に関連している要因を明らかにする。

【研究方法】
協力を得られた乳幼児期の子どもを育てる母親に対して無記名
式質問紙調査を実施した。調査項目は、母親の属性、対児感情、
育児ストレスで、使用した尺度は対児感情尺度、日本版育児ス
トレスショートフォームである。属性と対児感情、育児ストレ
スとの関係をみるために、母集団の属性の項目と各尺度で Mann
− Whitney の U 検定を実施した。また、母親の対児感情に関連
する要因は、対児感情と育児ストレスを Pearson の積率相関係
数を用いて分析した。

【結果】
配布数 349 名のうち 263 名から質問紙を回収し、無効回答 16 名
を除いた 247 名を有効回答とした（有効回答率 94.0％）。35 歳以
上の母親は 35 歳未満の母親よりも 5％水準で拮抗指数が高い結
果がみられ（p ＝ 0.044）、子どもの人数や年齢において有意差は
みられなかった。対児感情の回避得点と育児ストレス「私は以
前のように物事を楽しめない」（r ＝ 0.293，p ＜ 0.001）という
社会的孤立の項目で負の相関がみられ、拮抗指数とも正の相関
がみられた（r ＝ 0.335，p ＜ 0.001）。

【考察】
対児感情の拮抗指数は、35 歳以上の年齢の母親の方が 35 歳未
満の母親と比べて高い結果であった。しかし、子どもの人数や
年齢においては有意差がなかったことより、初経産に関わらず、
35 歳以上の母親に対しての支援が必要であると考える。また、
母親の社会的孤立と否定的な対児感情は正の相関があり、社会
的孤立を軽減する支援が求められる。そのため、看護職者とし
て家庭訪問や個別のカウンセリングにて関係性を築いていき、
さらに地域においては感染症の流行下においても、感染対策を
実施しながらのママ友作りの場の提供をしていく必要がある。
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【背景】
親の育児ストレスは児への虐待要因であり、母親のストレスや
取り巻く状況の把握は重要である。先行研究の多くは横断調査
であり、児の発育に伴う母親のストレスやコーピングの縦断的
変化は明らかではない。

【目的】
母親の育児ストレスとコーピングについて、児の発育（生後 3 ヶ
月：T1、10ヶ月：T2、1 歳 6 ヶ月：T3）に伴う縦断的変化を
検討する。

【方法】
乳児を育児する母親を対象に T1 〜 T3 の各時期で追跡調査を
実施。質問紙は基本属性、抑うつ評価に加え、育児ストレスイ
ンデックス（PSI）、コーピング特性簡易評価尺度（BSCP）を用
いた。反復測定分散分析、多重比較を行い、各スコアの変化に
ついて検討した。本研究は所属機関の倫理審査委員会の承認を
得て実施した。（承認番号：170420，2021 − 0330）

【結果】
3 期通しての解析対象者は 276 名。母親の基本属性は年代 30
〜 34 歳 48％、核家族 91％、初産婦 42％。抑うつ傾向の母親は
T1：18％、T2：16％、T3：20％を占めた。PSI スコアの時期
別の比較では、総育児ストレスは T1 ＜ T3、子の側面のスト
レスは T1，T2 ＜ T3 であった。子の側面のストレスの下位項
目「親を喜ばせる反応が少ない」「刺激に敏感に反応する／もの
に慣れにくい」が T1 ＞ T2，T3 となった一方で、「子どもの
機嫌の悪さ」は T1，T2 ＜ T3、「子どもの気が散りやすい／多動」
は T1 ＜ T2 ＜ T3 だった。親の側面のストレスの下位項目で
は「社会的孤立」が T1 ＜ T2，T3 だった。BSCP スコアは「視
点の転換」のみ T1 ＜ T3 だった。

【考察】
児の発育に伴う母親の育児ストレスは全体的には増加するが、

「親を喜ばせる反応が少ない」等は低下し、「子どもの機嫌の悪さ」
等は増加した。1 歳頃の児は歩行開始や発語増加など変化が著
しい時期であるとともに、自我が目覚め自己主張の強くなる時
期でもある。子どもが示す成長発達の 1 つひとつが、母親のス
トレスに影響しているものと考える。ストレス対処となるコー
ピング特性は「視点の転換」以外は変化が見られなかったこと
から、母親のコーピング特性は児の発育に伴って変化しないと
考える。

【結論】
母親の総育児ストレスと子の側面のストレスは児の発育に伴い
高くなったが、下位項目では生後 3 か月頃が高い項目もあった。
また、母親は児が 1 歳 6 か月になると「視点の転換」のコーピ
ングを多く用いるように変化した。
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